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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は日本語を母語とする英語学習者がある文法項目について「どのような
点の習得が容易であり」「どのような点の習得が難しいのか」を明らかにすることであった。
本研究では文法項目の中からwh-疑問文と前置詞を選び、その習得困難度を調査した。その結果、wh-疑問文にお
いては主語を問うwh-疑問文の習得が一番難しく、特に、主語と述語動詞を一致させる段階が難しいことが判明
した。
前置詞については、16種類の用法の異なる前置詞を選択し、その困難度順序を調査した。その結果、場所を表す
onと期間を表すforの習得が容易である一方、方向を表すforと所属を表すonの習得が一番難しいことが判明し
た。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this study to investigate which aspects of grammatical items
 are easier and which ones are more difficult to acquire for Japanese adult L2 learners of English 
(JLEs). We selected two grammatical items: wh-questions and prepositions as target items. As for 
wh-questions, the most difficult type of wh-questions is subject wh-questions. In particular,the 
agreement between subjects and predicate verbs was the most difficult for JLEs. We also discussed 
why the agreement was difficult for JLEs.
With regard to prepositions, sixteen types of frequently used prepositions were examined. The 
easiest prepositions to acquire were spatial "on" and durational "for" and the most difficult ones 
to acquire were directional "for" and possessive "on".

研究分野： 第二言語習得

キーワード： 第二言語習得　wh疑問文の習得　前置詞の困難度順序
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研究成果の学術的意義や社会的意義
文法項目の習得難易度を示すことは英語の教育現場での指導において有効であると考える。習得が容易である項
目にはそれほど時間を費やさずに済む一方で、習得が困難である項目には時間を費やして丁寧に指導できる。さ
らに、その学習者がつまずく要因が明らかになっていれば、その点に注意した効率的な指導が行える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 これまで日本語を母語とする英語学習者を対象とした個別の構文については数多くの習得研
究があった。文法の習得においては一定の発達段階があると言われている(Larsen-Freeman & 
Long, 1991; Lightbown & Spada, 2013)が、文法項目の中には、教えられたり、一定の習熟度に達
すれば使えるようになる項目がある一方で、いつまでも誤りが残る項目があることも報告され
ていた。しかしながら、当初、第二言語習得研究の分野では、対象とした文法項目の困難度順
序に焦点を絞った研究、つまり、文法項目の「どのような点が（他の点よりも）容易であり、
あるいは困難であるのか」というところに焦点が絞られた研究はそれほど多くはなかった。 
 
２．研究の目的 
 上記のような背景の下、本研究の目的は特定の文法項目の困難度を調査し、当該文法項目の
「何が習得できていて」「何が習得できていないのか」を記述的に調査することであり、その困
難度要因を考察することである。さらに、「なぜ難しいのか」を考察することにある。困難さの
要因を特定できれば、その要因に合わせた指導法を考案することができるからである。本研究
は効果的な指導法を検討するための基礎研究として位置づけられる。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、日本語を母語とする英語学習者（大学生）を対象に、統語的な誤りがしばしば
観察される文法項目の一つである、wh-疑問文と、用法の誤りが多い項目の一つである前置詞
の困難度順序について調査を行った。wh-疑問文については発話産出テストを、前置詞につい
ては多肢選択式の空所補充テストと英文を日本語に訳すテストを実施し、そのデータを分析し
た。 
 
４．研究成果 
 (1) wh-疑問文の発達順序について：主語 wh-疑問文（主語の部分を問う wh-疑問文）の習得
が日本語を母語とする英語学習者にとって一番困難であることが分かったが、他のタイプの
wh-疑問文については様々な要因が複雑に関与していたため、明確な困難度順序の特定化には
至らなかった。しかしながら、その主語 wh-疑問文の発話の中で一番習得が困難な段階は、主
語である wh-句と述語動詞の一致の段階であることが判明した。つまり、学習者の誤りの多く
は助動詞 do の誤挿入が多く観察されたのである。このことから、日本語を母語とする英語学習
者が英語の wh-疑問文を習得する際には、疑問素性(Q 素性)の値が[+Q](=wh 句を文頭に引き寄
せる特性)と[-Q](=wh 句を文頭に引き寄せない素性)の 2 つの値だけではなく、[+Q]の中に「引
き寄せる」と「（引き寄せたら）消える」という 2 つのパラメータが存在する可能性が示唆され
た。 
 

(2) 前置詞の困難度順序について：前置詞は他の文法項目と比べて出現頻度が高いにもかか

わらず、正しく使用するのが難しい項目であると指摘されている(Yamaoka、1995、高木、2006
など)。しかしながら、前置詞の習得は困難だと主張されている割には、前置詞の困難度を調査

し、その困難さの要因を探ろうとする研究はあまり行われてこなかった。そのため、中学校や

高等学校の英語教育の現場では前置詞の「何を、どのように」指導すればよいのかわからない

のが現状である。指導法を検討する土台となる基礎研究を行うために、頻繁に使用される 16
種類の異なる前置詞の意味・用法について困難度調査を行った。具体的には場所を表す前置詞

(at, in, on)、時を表す前置詞(at, in, on)、期間を表す前置詞(during, for)、期限を表す前置詞(by, until)、
方向を表す前置詞(for, from, to)、所属を表す前置詞(in, of, on)の困難度順序を調査した。その結

果、【図 1】が示すような 7 つのグループに分けられた。 
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【図 1】 
 



さらに、用法別に見ると、期間を表す前置詞(for, during)の習得が一番容易であり、方向を表
す前置詞(for, to)が一番習得が困難であることが判明した。前置詞の困難度順序は前置詞の意
味・用法に大いに関係がある。このような困難度順序になる理由として頻度や母語の影響、前
置詞の補部名詞句の影響などが考えられる。 
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